
元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

七
一

中
唐
の
詩
人
元
稹
の
樂
府
制
作
は
杜
甫
を

範
と
す
る
所
が
大
き
い
。
元
稹

の
樂
府
作
品
中
で
の
最
長
篇
「
連
昌
宮
詞（

（
（

」（『
元
稹
集
』
卷
二
十
四
）
は
全
て
七
言

で
、
杜
甫
の
歌
行
の

式
を
採
用
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
宮
邊
の
老
人
」
な

る
人
物
が
登
場
し
、
か
つ
て
の
榮

を
物
語
る
と
い
う
設
定
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
「
少
陵
の
野
老（

（
（

」
が
曲
江
の
ほ
と
り
を
訪
れ
、
玄
宗
・
楊
貴
妃
の
徃
事
を
語
っ

た
杜
甫
の
「
哀
江
頭
」
の
構
成
を
踏

す
る
も
の
で
あ
る
。

少
陵
野
老
呑
聲
哭　
　

少
陵
の
野
老　

聲
を
呑
み
て
哭
す

春
日
潛
行
曲
江
曲　
　

春
日　

潛ひ
そ

か
に
行
く
曲
江
の
曲く
ま

江
頭
宮
殿
鎻
千
門　
　

江
頭
の
宮
殿　

千
門
を
鎻と

ざ
し

細
柳
新

爲
誰
綠　
　

細
柳
新
　

誰
が
爲
に
か
綠
な
ら
ん

昔
霓
旌
下
南
　
　
お
も

ふ
昔　

霓
旌　

南

に
下
り
し
と
き

中

物
生
顏
色　
　

中
の

物　

顏
色
を
生
ず

昭
陽
殿
裏
第
一
人　
　

昭
陽
殿
裏　

第
一
の
人

同
輦
隨
君
侍
君
側　
　

同
輦
し
て
君
に
隨し
た
がひ
て
君
側
に
侍
す

（『
杜
詩
詳
註
』
卷
四
、「
哀
江
頭
」
冐
頭
八
句
）

曲
江
を
一
人
ひ
そ
か
に
步
む
「
少
陵
の
野
老
」
は
、
閑
散
と
し
た
宮

の
中
で

玄
宗
の
專

を
得
た
楊
貴
妃
の
姿
を
追

し
て
い
る
。
こ
の
「
少
陵
の
野
老
」
は

作
者
杜
甫
の
分
身
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
都
の
繁
榮
を
知
る
所
謂

「
天
寶
の
遺
民（

（
（

」
で
あ
る
。

元
稹
は
未
だ
普
遍
的
な
地
位
を
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
杜
甫
に
對
し
て
、
當
時

の
文
人
の
中
で
も
い
ち
早
く
こ
れ
を
評
價
し
、
尊
崇
を
寄
せ
て
い
た
。
例
え
ば
、

元
和
八
年
（
八
一
三
）
江
陵
左
遷
中
の
元
稹
は
、
同
地
に
配

さ
れ
て
い
た
杜
甫

の
孫
嗣
業
に
會
い
、
杜
甫
の
た
め
に
「
唐
檢
校
工

員
外
郞
杜
君

係
銘
幷
序
」

（『
元
稹
集
』
卷
五
十
六
）
を
書
き
記
し
た
。
ま
た
、
元
稹
が
杜
甫
詩
に
は
じ
め
て

し
た
の
は
こ
れ
よ
り
も
早
く
、
現
存
す
る
元
稹
の
作
品
中
で
最
も
制
作
年
が
早
い

少
年
時
代
の
力
作
「
代
曲
江
老
人
百

」
に
は
、
既
に
杜
甫
の
影
响
が
認
め
ら
れ

る
。
五
言
一
百

一
千
字
に
亘
る
長
篇
詩
は
杜
甫
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
こ
に
登
場
す
る
「
曲
江
の
老
人
」
は
上
述
の
「
少
陵
の
野
老
」
に

し
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。

何
事

歬
泣　
　

何
事
か

歬
に
泣
く

曾
逢

日
春　
　

曾す
な
はち

日
の
春
に
逢
へ
ば
な
り

先
皇
初
在
鎬　
　

先
皇
初
め
鎬み
や
こに
在
り
し
と
き

賤
子
正
遊
秦　
　

賤
子
も
正
に
秦
に
遊
ぶ

（『
元
稹
集
』
卷
十
、「
代
曲
江
老
人
百

」
冐
頭
四
句
）

元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

�

長
谷
川
眞
史
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第
六
十
五
集

七
二

人
物
の
祖
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
稹
が
杜
甫
に
對
し
て

常
な
ま
で
の

愛
着
を
示
し
た
の
は
、「
天
寶
の
遺
民
」
や
彼
ら
が
登
場
す
る

廢
し
た
宮
殿
、

玄
宗
朝
の
物
語
へ
の
强
い
關
心
に
據
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
元
稹

の
王
族
の
末
裔（

（
（

と
し
て
の
自
負
と
過
去
の
榮
光
に
對
す
る

憬
と
に
起
因
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意

に
支
え
ら
れ
、
元
稹
は
積
極
的
に
政
治
に
關
わ
ろ

う
と
し
た
。
元
稹
の
樂
府
創
作
も
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

元
稹
の
樂
府
制
作
は
憲
宗
元
和
年
閒
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
に
集
中
し
て
い
る
。

元
和
四
年
（
八
〇
九
）、
監
察

史
の
時
、
新
進
氣
銳
の
元
稹
は
、
杜
甫
の
古
題
に

據
ら
な
い
樂
府
創
作
に
影
响
を
受
け
、
こ
れ
に
共
鳴
し
た
李
紳
・
白
居
易
ら
と
共

に
「
新
題
樂
府
」
十
二
首
（『
元
稹
集
』
卷
二
十
四
）
を
唱
和
し
て
い
る
。
ま
た
、

元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、
通
州
司
馬
で
あ
っ
た
頃
、
二
度
の
左
遷
を
經
驗
し
て

絕
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
て
い
た
元
稹
は
劉
猛
・
李
餘
ら
二
人
の

き
進
士
と
「
樂

府
古
題
」
十
九
首
（『
元
稹
集
』
卷
二
十
三
）
を
唱
和
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
和

十
五
年
（
八
二
〇
）
五
⺼
に
發
表
さ
れ
た
「
連
昌
宮
詞
」
は
杜
甫
を
出
發
點
と
し

て
李
紳
・
白
居
易
ら
と
の
唱
和
や
「
樂
府
古
題
」
の
制
作
を
經
て
長
年
に
亘
り
構

想
さ
れ
た
、
い
わ
ば
元
稹
の
樂
府
創
作
の
集
大
成
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
は
、
元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
の
成
立
背
景
に
關
し
て
從
來
は
十
分
に
議
論
が

盡
く
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
諸
問
題
を
考
察
し
、
そ
の
文
學
史
上
に
お
け
る
意
義
を

問
い
直
す
も
の
で
あ
る
。

一　

玄
宗
朝
の
榮

の
生
き
證
人

連
昌
宮
は
唐
高
宗
が
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）
に
建
立
し
た
洛
陽
郊
外
の
離
宮
で

あ
る
。
そ
の
地
は
河
南
郡
壽
安
縣
（
今
の
河
南
省
宜
陽
縣
三
鄕
鎭
）
に
位
置
し
て
い

る（
（
（

。
し
か
し
、
史
書
に
お
い
て
皇
帝
自
ら
が
連
昌
宮
へ
行
幸
し
た
と
す
る
記
錄

は
、
玄
宗
を
含
む
い
ず
れ
の
歷
代
皇
帝
に
も
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
聞
き
手
（
元
稹
）
が
老
人
に
問
い
か
け
、
そ
れ
に
老
人
が
答
え
る

と
い
う
形
式
は
、
後
に
「
連
昌
宮
詞
」
に
も
踏

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
詩
歌
は
こ
の
老
人
の
回
想
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

元
和
年
閒
以
降
も
元
稹
の
作
品
に
は
「
天
寶
の
遺
民
」
が
し
ば
し
ば
登
場
す

る
。
例
え
ば
、「
行
宮
」
詩
は
、
元
和
四
年
（
八
〇
九
）、
監
察

史
で
あ
っ
た
頃

の
作
で
、
こ
こ
に
「
白
頭
の
宮
女
」
が
登
場
す
る

寥

古
行
宮　
　

寥

た
り
古
行
宮

宮

寂

紅　
　

宮
　

寂

と
し
て
紅
な
り

白
頭
宮
女
在　
　

白
頭
の
宮
女
在
り

閒
坐
說
玄
宗　
　

閒
坐
し
て
玄
宗
を
說
く

（『
元
稹
集
』
卷
十
四
「
行
宮
」）

こ
こ
に
現
れ
る
宮
女
は

愛
を
失
っ
て
冷
宮
に
左
遷
さ
れ
、
遂
に
皇
帝
の
行
幸

が
無
い
ま
ま
白
髮
の
老
女
と
な
っ
て
し
ま
う
。
玄
宗
皇
帝
の
盛
時
を
語
る
老
宮
女

は
、
い
わ
ば
過
ぎ
去
っ
た
時
代
を
知
る
生
き
證
人
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
は
、
元
稹
が
李
紳
・
白
居
易
ら
と
共
に
唱
和
し
た
新
題
樂
府

「
上
陽
白
髮
人（

（
（

」
と
同

の
存
在
で
あ
る
。
白
居
易
「
上
陽
白
髮
人
」
の
題
下
㊟

に
「
天
寶
五
載
已
後
、
楊
貴
妃
專

、
後
宮
人
無
復
進
幸
矣
。
六
宮
㊒
美
色
者
、

輒
置
別
所
、
上
陽
是
其
一
也
。
貞
元
中
尙
存
焉
。（
天
寶
五
載
已
後
、
楊
貴
妃　

を

專
ら
に
し
、
後
宮
の
人　

復
た
進
幸
す
る
無
し
。
六
宮
の
美
色
㊒
る
者
は
、
輒
ち
別
所
に

置
か
れ
、
上
陽
は
是
れ
其
の
一
な
り
。
貞
元
中
尙
ほ
存
せ
り
。）」
と
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
老
宮
女
は
當
時
實
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
元
稹
や
白
居
易
が
實
際
に
こ
う
し
た
老
宮
女
に

觸
し
て
取
材
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
は
考
え
に
く
く
、
や
は
り
そ
の
多
く
の

分
が
詩
人
の
想
像
に

よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
杜
甫
に
最
大
級
の

尊
崇
を
寄
せ
て
い
た
元
稹
に
あ
っ
て
は
、
上
述
の
「
少
陵
の
野
老
」
が
こ
う
し
た



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

七
三

樓
上
樓
歬
盡
珠
翠　
　

樓
上
樓
歬　

盡
こ
と
ご
とく
珠
翠
に
し
て

10
炫
轉
熒
煌
照
天
地　
　

炫
轉
熒
煌
と
し
て
天
地
を
照
ら
す

歸
來
如

復
如
痴　
　

歸
り
來
れ
ば

の
如
く
復
た
痴
の
如
し

何
暇
備
言
宮
裏
事　
　

何
の
暇
あ
り
て
か
備つ
ぶ

さ
に
宮
裏
の
事
を
言
は
ん

（「
連
昌
宮
詞
」
第
一
段
・
第
１
句
か
ら
第
12
句
）

時
は

春
。

れ
果
て
て
人
影
の
見
え
な
い
宮
殿
內
に
竹
が
生
い

っ
て
い

る
。
垣
根
の
「
千

桃
」
は
既
に

び
ら
を

と
し
て
風
に
舞
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
第
五
句
に
現
れ
る
「
宮
邊
の
老
人
」
は
少
年
時
代
に
⻝
物
を
供
す
る
た
め
に

離
宮
に
立
ち
入
っ
た
際
に
、「
望
仙
樓（
（（
（

」
で
寄
り
𣷹
う
「
上
皇
（
玄
宗
）」
と
「
太

眞
（
楊
貴
妃
）」
の
姿
を
目
擊
し
て
い
る
。「
望
仙
樓
」
の
煌
び
や
か
な

は
目
も

眩
む
ば
か
り
で
、

見
心
地
で
あ
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
は
離
宮
で
の
出
來
事
は
語

り
盡
せ
な
い
が
、
と
歬
置
き
を
し
つ
つ
、「
宮
邊
の
老
人
」
は
か
つ
て
の
連
昌
宮

の
榮

を
語
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
伴
っ
て
連
昌
宮
を
訪
れ
た
と
す
る
記
錄
は
見
え
な

い
。
そ
も
そ
も
、
連
昌
宮
は
天
子
が
行
幸
の
目
的
地
と
す
る
よ
う
な
宮
殿
施
設
で

あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
長
安
か
ら
洛
陽
へ
の
行
幸
の
際
の
中
繼
地
點

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
高
宗
お
よ
び
玄
宗
の
開
元
年
閒
に
洛

陽
に
行
幸
し
た
事
が
史
書
に
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
こ
の
時
に
連
昌
宮
を

利
用
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
宋
の
樂
史
『
楊
太
眞
外
傳（
（（
（

』
に
よ

れ
ば
、
玄
宗
は
連
昌
宮
の
故
地
で
あ
る
三
鄕
鎭
南
邊
に
橫
た
わ
る
靈
峰
女
几
山
に

お
い
て
「
霓
裳
羽
衣
曲
」
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
霓
裳
羽
衣
曲
」

は
天
寶
四
載
七
⺼
に
女
衟
士
で
あ
っ
た
楊
太
眞
を
貴
妃
と
し
て
後
宮
に
入
內
さ
せ

る
際
に
演
奏
さ
れ
た
樂
曲
で
あ
る
。
ま
た
、
天
寶
年
閒
以
後
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
を

伴
っ
て
東
都
へ
行
幸
し
た
と
す
る
記
錄
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
玄
宗
が
楊

貴
妃
と
共
に
連
昌
宮
を
訪
れ
た
確
證
は
得
ら
れ
な
い
。

元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
は
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
と
雙
璧
を
成
す
唐
代
樂
府
の

名
作
で
あ
る
。
或
い
は
諷
諭
詩
と
し
て
は
、「
長
恨
歌
」
よ
り
優
れ
た
作
品
と
し

て
高
く
評
價
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
二
作
品
は
、
い
ず
れ
も
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
故
事

を
詠
じ
る
點
で
共
通
す
る
。

し
か
し
、「
長
恨
歌
」
が
專
ら
玄
宗
と
楊
貴
妃
と
の
悲
戀
の
顚
末
を
追
う
の
に

對
し
て
、「
連
昌
宮
詞
」
は
そ
の
舞
臺
と
し
て
の
連
昌
宮
に

寫
の
焦
點
を
絞
っ

て
敍
述
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、「
長
恨
歌
」
は
共
㊒
化
さ
れ
た
第
三
人
稱
視

點
か
ら
物
語
が
敍
述
さ
れ
て
い
る
。
世
閒
に
は
廣
く
愛
誦
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

白
居
易
自
身
は
そ
の
價
値
を
重
視
し
て
お
ら
ず
、
娛
樂
作
品
と
し
て
の
側
面
が
强

い
。
一
方
、「
連
昌
宮
詞
」
で
は
、
ま
ず
主
人
公
（
元
稹
）
の
第
一
人
稱
視
點
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
老
人
の
語
り
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
客
體
化
さ
れ
た
場
面
設

定
の
中
で
敍
述
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
半

分
に
當
時
の
政
治
狀
況
を
背
景

と
し
た
訓
戒
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諷
諭
詩
と
し
て
の
機
能

を
朙
確
化
し
よ
う
と
す
る
意
圖
が
見
え
る（
9
）。

以
下
、「
連
昌
宮
詞
」
本
文
を
揭
げ
、
內
容
に
分
析
を
加
え
る
。「
連
昌
宮
詞
」

は
七
言
九
十
句
六
三
〇
字
か
ら
成
る
長
篇
の
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
內

容
面
か
ら
大
き
く
六
段

に
分
け
て
示
す
。

１
連
昌
宮
中
滿
宮
竹　
　

連
昌
宮
中　

滿
宮
の
竹

歲
久
無
人
森
似
束　
　

歲
久
し
く
し
て
人
無
く
森
と
し
て
束つ
か

ぬ
る
が
似ご
と

し

㊒
牆
頭
千

桃　
　

牆
頭
に
千

桃
㊒
り

風
動

紅

　
　

風
は

を
動
か
し
て
紅

た
り

５
宮
邊
老
人
爲
予
泣　
　

宮
邊
の
老
人　

予
が
爲た
め

に
泣
く

小
年
進
⻝
曾
因
入　
　

小
年　

⻝
を
進
め
て
曾
て
因
り
て
入
る

上
皇
正
在
望
仙
樓　
　

上
皇　

正
に
望
仙
樓
に
在
り

太
眞
同
憑
欄
干
立　
　

太
眞　

同と
も

に
欄
干
に
憑よ

り
て
立
つ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

七
四

力
士
傳
呼
覓
念
奴　
　

力
士
傳
呼
し
て
念
奴
を
覓も
と

め

念
奴
潛
伴
諸
郞
宿　
　

念
奴
潛ひ
そ

か
に
諸
郞
の
宿
る
に
伴
す

須
臾
覓
得

連
催　
　

須
臾
に
し
て
覓も
と

め
得
た
る
も

連し
き

り
に
催う
な

が
し

20
特
敕
街
中
許
然
燭　
　

特
に
敕
し
て
街
中　

燭
を
然も

や
す
を
許
さ
る

春
嬌
滿
眼
睡
紅
綃　
　

春
嬌
滿
眼　

紅
綃
に
睡
り

掠
削
雲
鬟
旋
裝
束　
　

雲
鬟
を
掠
削
し
て
旋た
ち
まち
裝
束
す

飛
上
九
天
歌
一
聲　
　

九
天
に
飛
上
し　

歌
ふ
こ
と
一
聲

二
十
五
郞
吹
管
逐　
　

二
十
五
郞　

管
を
吹
き
て
逐お

ふ

25
逡
巡
大
遍
涼
州
徹　
　

逡
巡　

大
遍　

涼
州
徹
し

色
色
龜

轟
錄
續　
　

色
色
の
龜
　

轟
と
し
て
錄
續
た
り

李

笛

宮
牆　
　

李
　

笛
を
お

し
て
宮
牆
に
そ

ひ

偸
得
新
飜
數
般
曲　
　

偸ぬ
す

み
得
た
り
新
飜
數
般
の
曲

（「
連
昌
宮
詞
」
第
三
段
・
第
13
句
か
ら
第
28
句
）

こ
こ
に
登
場
す
る
「
賀
老
（
賀
懷
智
）」「
念
奴
」「
二
十
五
郞
（
邠
王
李
承
寧
）」

「
李

」
等
は
、
全
て
♫
樂
に
秀
で
た
才
人
で
あ
る
。
玄
宗
朝
の
榮

を
象
徵
す

る
物
語
と
し
て
、
元
稹
は
♫
樂
を
主
題
と
し
た
故
事
を
擧
げ
て
い
る
。
玄
宗
自

身
、
♫
樂
の
才
能
に
秀
で
、
作
曲
や
敎
坊
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
玄

宗
朝
の
榮

の
象
徵
と
し
て
♫
樂
の
隆
盛
は
相
應
し
い
內
容
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
宦
官
高
力
士
が
登
場
し
て
い
る
點
も
㊟
目
に
値
す
る
。
元
稹
が
彼
ら
に
つ

い
て
の
故
事
を
何
處
か
ら
取
材
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
元
稹
は
こ

の

分
に
殊
更
に
詳
細
な
自
㊟（
（（
（

を
附
し
て
い
る
。

念
奴
、
天
寶
中
名
倡
、
善
歌
。
每
歲
樓
下
酺
宴
、
纍
日
之
後
、

衆
喧
隘
。

嚴
安
之
・
韋
黃
裳
輩
闢
易
而
不
能
禁
、
衆
樂
爲
之
罷
奏
。
玄
宗
遣
高
力
士
大

呼
於
樓
上
曰
、「
欲
遣
念
奴
唱
歌
、邠
王
二
十
五
郞
吹
小
管
逐
、看
人
能
聽
否
。」

未
嘗
不
悄
然
奉
詔
、其
爲
當
時
所
重
也
如
此
。
然
而
玄
宗
不
欲
奪
俠
遊
之
盛
、

從
っ
て
、
連
昌
宮
と
い
う
舞
臺
や
「
宮
邊
の
老
人
」
は
架
空
の
設
定
で
あ
る
と

考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
韓
愈
の
「
和
李
司
勳

連
昌
宮（
（（
（

」
詩
に
現
れ
る
「
宮
歬
の
遺
老
」
の
よ
う
な
人
物
が
連
昌
宮
に
實
在
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
元
稹
に
も
韓
愈
の
作
品
が
傳
え
ら
れ
、
そ
の
發

想
に
影
响
を
與
え
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
得
る
。
し
か
し
、
元
稹
自
身
の
經
歷
の

中
で
實
際
に
連
昌
宮
に
赴
き
、「
宮
邊
の
老
人
」
に
遭
遇
し
た
と
す
る
記
錄
は
見

え
な
い
。
そ
も
そ
も
「
連
昌
宮
詞
」
後
半

分
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
論
が

身
元
の
は
っ
き
り
し
な
い
一
介
の
老
人
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

從
っ
て
、「
宮
邊
の
老
人
」
の
視
點
は
、
歬
半

分
に
お
い
て
中

と
な
る
物
語

を

寫
し
、
後
半

分
に
述
べ
ら
れ
る
表
現
意
圖
を
朙
確
化
す
る
た
め
に
設
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
一
體
な
ぜ
「
連
昌
宮
」
を
舞
臺
に
設
定
し
た
の
か
。
そ
の
直

的
な
理

由
と
し
て
や
は
り
韓
愈
の
先
行
作
品
「
和
李
司
勳
連
昌
宮
」
詩
の
影
响
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
連
昌
宮
詞
」
の
制
作
意
圖
や
成

立
の
時
代
背
景
と
い
っ
た

點
か
ら
も
倂
せ
て
議
論
が
爲
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
從
來
の
硏
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
點
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
が
盡
く
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
の

で
觸
れ
る
。

さ
て
、「
連
昌
宮
詞
」
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
榮

は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て

い
る
の
か
。「
宮
邊
の
老
人
」
は
、
開
元
天
寶
の
榮

の
具
體
例
と
し
て
、
寒
⻝

節
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
歌
唱
や
樂
器
の
演
奏
を
得
意

と
す
る
樂
人
が
次
々
に
現
れ
、
♫
樂
に
關
す
る
故
事
が
敍
述
さ
れ
て
い
る
。

13
初
過
寒
⻝
一
百
六　
　

初
め
て
過
ぐ　

寒
⻝
一
百
六

　

店
舍
無
𤇆
宮
樹
綠　
　

店
舎　

𤇆
無
く　

宮
樹
綠
な
り

15
夜
半
⺼
高
弦
索
鳴　
　

夜
半　

⺼
高
く
し
て
弦
索
鳴
り

賀
老
琵
琶
定
場
屋　
　

賀
老
の
琵
琶　

場
屋
を
定
む



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

七
五

っ
た
開
元
朞
に
♫
樂
を
以
て
重
用
さ
れ
た
と
い
う
事
實
は
、
そ
の
善
政
の
象
徵
と

し
て
敍
述
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

元
稹
は
こ
の
よ
う
な
故
事
を
ど
の
よ
う
な
經
路
で
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

念
奴
の
故
事
は
後
周
の
王
仁
裕
『
開
元
天
寶
遺
事
』
に
も
見
え
る（
（（
（

。
し
か
し
、
そ

の
中
で
は
玄
宗
の

愛
の
甚
だ
重
き
こ
と
を
敍
述
し
て
い
る
の
み
に
留
ま
る
。
楊

貴
妃
が
登
場
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
高
力
士
や
「
二
十
五
郞
」
は
登
場
し
て
い
な

い
。
從
っ
て
、
元
稹
の
㊟
と
は
別
系

の
故
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

元
稹
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
玄
宗
・
楊
貴
妃
故
事
を
記
錄
し
た
說
話
と
し
て
李
德
裕

『
次
柳
氏

聞
』
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
次
柳
氏

聞
』
は
、
安
史
の
亂
以
後
、
左
遷

さ
れ
た
高
力
士
か
ら
柳

が
直

取
材
し
た
逸
話
を
柳

の
息
子
柳
冕
に
傳
え
、

さ
ら
に
、
柳
冕
が
李
德
裕
の
父
李
吉
甫
に
傳
え
た
故
事
を
李
德
裕
が
編
ん
だ
も
の

と
い
う（
（（
（

。
し
か
し
、
高
力
士
か
ら
直

取
材
し
た
記
事
で
あ
る
に
も
關
ら
ず
、
こ

こ
に
は
「
念
奴
」
の
故
事
は
見
ら
れ
な
い
。

「
連
昌
宮
詞
」
に
お
い
て
、
高
力
士
は
正
文
・
㊟
釋
と
も
に
、「
念
奴
」
を
呼
び

出
す
重
要
な
役
柄
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
故
事
が
柳

に
傳
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
事
實
と
し
て
『
次
柳
氏

聞
』
に
は
「
念

奴
」
の
記
錄
が
見
え
な
い
。
と
す
る
と
、
さ
ら
に
別
の
經
路
か
ら
元
稹
へ
と
傳

わ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
白
居
易
は
忠
州
（
四
川
省
）
で
「
康

叟
」
に
出
會
っ
て
い
る
。
彼
も
所
謂
「
天
寶
の
遺
民
」
で
あ
る
。
元
稹
は
通
州

（
四
川
省
）
に
左
遷
さ
れ
た
經
驗
が
あ
り
、
同
地
に
あ
っ
て
「
康
叟
」
の
よ
う
な
人

物
と

觸
し
、
開
元
天
寶
の
故
事
を
取
材
し
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
得
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
韓
愈
の
先
行
作
品
に
見
え
る
「
宮
歬
の
遺
老
」
な
る
存
在

が
「
宮
邊
の
老
人
」
の
祖
形
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
元
稹
が
實
際
に
「
連
昌
宮
」

で
「
宮
歬
の
遺
老
」
に

觸
し
て
、
開
元
天
寶
の
故
事
を
取
材
し
た
と
は
考
え
に

く
い
。
そ
こ
に
は
、
杜
甫
の
歌
行
に
見
え
る
よ
う
な
「
天
寶
の
遺
民
」
が
玄
宗
朝

未
嘗
置
在
宮
禁
。
或
歲
幸
湯
泉
、
時
巡
東
洛
、
㊒
司
潛
遣
從
行
而
已
。

玄
宗
於
上
陽
宮
夜
後
按
新
飜
一
曲
、
屬
朙
夕
正
⺼
十
五
日
、
潛
遊
燈
下
。

忽
聞
酒
樓
上
㊒
笛
奏
歬
夕
新
曲
、
大

之
。
朙
日
密
遣
捕
捉
笛
者
、
詰
驗
之
、

自
云
、「
某
其
夕
竊
於
天
津
橋
玩
⺼
、聞
宮
中
度
曲
、遂
於
橋
柱
上
插
譜
記
之
。

臣
卽
長
安
少
年
善
笛
者
李

也
。
玄
宗

而
遣
之
。

念
奴
、
天
寶
中
の
名
倡
、
歌
を
善
く
す
。
每
歲　

樓
下
に
酺
宴
し
、
纍
日

の
後
も
、

衆
喧
隘
た
り
。
嚴
安
之
・
韋
黃
裳
の
輩
闢
易
と
し
て
禁
ず
る

能
は
ず
、
衆
樂　

之
が
爲た
め

に
奏
を
罷
む
。
玄
宗　

高
力
士
を
し
て
大
い
に

樓
上
に
呼
ば
し
め
て
曰
く
、「
念
奴
を
し
て
唱
歌
し
、
邠
王
二
十
五
郞
を

し
て
小
管
を
吹
き
て
逐お

は
し
め
ん
と
欲
す
、
看
る
人
の
能
く
聽
く
や
否

や
。」
未
だ
嘗
て
悄
然
と
し
て
詔
を
奉
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
其
の
當
時
の

重
ん
ず
る
所
と
爲
る
や
此
く
の
如
し
。
然
り
而
し
て
玄
宗
俠
遊
の
盛
を
奪

は
ん
こ
と
を
欲
せ
ず
、
未
だ
嘗
て
置
き
て
宮
禁
に
在
ら
し
め
ず
。
或
る
歲

湯
泉
に
幸
し
、
時
に
東
洛
を
巡
る
、
㊒
司
潛ひ
そ

か
に
從
行
せ
し
む
る
の
み
。

　

玄
宗　

上
陽
宮
に
於
い
て
夜
後　

新
飜
一
曲
を
按
ず
、
屬た
ま
たま
朙
夕
正

⺼
十
五
日
、
潛ひ
そ

か
に
燈
下
に
遊
ぶ
。
忽
ち
酒
樓
上
に
笛
の
歬
夕
の
新
曲
を

奏
す
る
㊒
る
を
聞
き
、
大
い
に
之
にお
ど
ろく
。
朙
日
密
か
に
笛
ふ
く
者
を
捕

捉
せ
し
め
、
之
を
詰
驗
す
る
に
、
自
ら
云
ふ
、「
某
其
の
夕
竊ひ
そ

か
に
天
津

橋
に
於
い
て
⺼
を
玩め

で
、
宮
中
に
曲
を
度
す
る
を
聞
き
、
遂
に
橋
柱
上
に

於
い
て
譜
を
插
し
て
之
を
記
す
。
臣
卽
ち
長
安
の
少
年
善
く
笛
ふ
く
者
李

な
り
。」
玄
宗

と
し
て
之
を
遣や

る
。

こ
の
自
㊟
は
主
に
「
念
奴
」
と
そ
の
伴
奏
者
と
し
て
の
「
二
十
五
郞
」、
そ
し

て
、「
李

」
に
つ
い
て
の
故
事
を
解
說
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
文
中
で
は
朙
確

に

寫
さ
れ
て
い
な
い
玄
宗
皇
帝
が
彼
ら
を
甚
だ

愛
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
唐
王
朝
、
引
い
て
は
中
國
史
上
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
隆
盛
と
繁
榮
と
を
誇



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

七
六

と

王
李
業
）」「
楊
氏
諸
姨
（
楊
貴
妃
の
姉
妹
、
韓
國
夫
人
、
虢
國
夫
人
、
秦
國
夫
人
）」

ら
が

勢
を
振
る
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
破
局
の
豫
兆
を
暗
示
す
る
。
果
た
し

て
、
天
寶
十
五
載
（
七
五
六
）
十
⺼
、
安
史
の
亂
が
勃
發
し
、
人
々
は
悲
し
み
に

包
ま
れ
た
。
安
史
の
亂
の

束
後
、「
宮
邊
の
老
人
」
が
目
に
し
た
の
は

れ
果

て
た
連
昌
宮
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
よ
り
後
、「
六
皇
帝
」
の

世
に
亘
っ

て
、
連
昌
宮
の
門
扉
が
開
か
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

こ
の
「
六
皇
帝
」
は
、
す
な
わ
ち
、
肅
、
代
、
德
、
順
、
憲
、
穆
宗
を
指
す
。

こ
こ
に
は
大
き
な
問
題
が
存
在
す
る
。
從
來
の
硏
究
に
お
い
て
、「
連
昌
宮
詞
」

は
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）、
元
稹
の
通
州
司
馬
左
遷
中
の
作
品
と
の
見
方
が
妥
當

な
見
解
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た（
（（
（

。
し
か
し
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
に
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
憲
宗
は
な
お
健
在
で
あ
り
、
穆
宗
は
未
だ
卽
位
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
後
半
に
現
れ
る
「
今
皇
」
の
語
は
閒
違
い
な
く
憲
宗
を
指
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
穆
宗
を
「
六
皇
帝
」
に
含
む
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
定
ま
っ
て
い

な
い
。
陳
寅
恪
は
、「
六
皇
帝
」
に
つ
い
て
、「
宮
邊
の
老
人
」
の
記

違
い
か
、

或
い
は
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
に
「
連
昌
宮
詞
」
が
宮
中
に
發
表
さ
れ
た
際

に
、
宦
官
崔
潭
峻
が
穆
宗
に
配
慮
し
て
改
竄
さ
れ
た
と
推
論
し
、
從
來
の
硏
究
で

は
槪
ね
こ
の
說
に
據
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
こ
の

分
に
は

同
が
存
在
し
な
い
。
で
あ
れ

ば
、
我
々
は
こ
の
「
六
皇
帝
」
と
い
う
字
句
に
よ
っ
て
考
察
す
る
ほ
か
な
い
。
そ

も
そ
も
、
元
稹
は
こ
の
「
連
昌
宮
詞
」
の
讀
者
と
し
て
一
體
誰
を
想
定
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
元
稹
は
も
と
よ
り
新
皇
帝
穆
宗
李
恆
を
第
一
の
讀
者
に

想
定
し
、
自
ら
配
慮
し
て
「
六
皇
帝
」
と
作
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
連
昌
宮
詞
」
は
、
元
和
末
朞
、
相
次
ぐ
節
度
使
の
叛
亂
が

束
に
向
か
い
、

と
も
す
れ
ば
唐
王
朝
の
中
興
が
逹
成
さ
れ
る
か
、
と
い
う
世
相
の
中
で
成
立
し

た
。
そ
し
て
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
正
⺼
庚
子
（
十
八
日
）、
憲
宗
が
に
わ
か

の
生
き
證
人
と
し
て
「
宮
歬
の
遺
老
」
に
投
射
さ
れ
、
玄
宗
朝
の
榮
枯
盛
衰
を
物

語
る
「
宮
邊
の
老
人
」
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二　
「
連
昌
宮
詞
」
の
成
立
時
朞

「
宮
邊
の
老
人
」
の
物
語
は
連
昌
宮
の
榮

か
ら
一
轉
し
て
安
史
の
亂
の
破
局

と
連
昌
宮
の
衰
退
と
を

寫
す
る
。

　

平
朙
大
駕
發
行
宮　
　

平
朙　

大
駕　

行
宮
を
發
し

30

人
歌
舞
途
路
中　
　

人
歌
舞
す　

途
路
の
中

百
官
隊
仗
避
岐
　
　

百
官
の
隊
仗　

岐

を
避
け

楊
氏
諸
姨
車
鬥
風　
　

楊
氏
の
諸
姨　

車
は
風
を
鬥た
た
かは
す

朙
年
十
⺼
東
都
破　
　

朙
年
十
⺼　

東
都
破
れ

路
猶
存
祿
山
過　
　

路　

猶
ほ
存
し
て
祿
山
過
ぐ

35
驅
令
供
頓
不
敢
　
　

驅
令　

供
頓　

敢
へ
て
か
く

さ
ず

姓
無
聲
淚
潛
墮　
　

姓　

聲
無
く　

淚　

潛ひ
そ

か
に
墮
つ

兩
京
定
後
六
七
年　
　

兩
京　

定
ま
り
て
後　

六
七
年

卻
尋
家
舍
行
宮
歬　
　

卻か
へ

つ
て
家
舍
を
行
宮
の
歬
に
尋
ぬ

園
燒
盡
㊒
枯
井　
　

園　

燒
き
盡
く
さ
れ
て
枯
井
㊒
り

40
行
宮
門
閉
樹
宛
然　
　

行
宮　

門
閉
ぢ
て　

樹　

宛
然
た
り

爾
後
相
傳
六
皇
帝　
　

爾
後　

相
傳
ふ
六
皇
帝

不
到
離
宮
門
久
閉　
　

離
宮
に
到
ら
ず
し
て
門
久
し
く
閉
づ

徃
來
年
少
說
長
安　
　

徃
來
の
年
少　

長
安
を
說
き

玄
武
樓
成

廢　
　

玄
武
樓
成
り
て　

　

廢
せ
ら
る

（「
連
昌
宮
詞
」
第
三
段
・
第
29
句
か
ら
第
44
句
）

玄
宗
が
連
昌
宮
を
去
り
、
人
々
は
歌
舞
を
以
て
見
送
る
。
玄
宗
朝
の
榮

を
象

徵
す
る
♫
樂
の
故
事
を

寫
し
た
歬
段
の
餘

を
殘
し
つ
つ
、「
岐

（
岐
王
李
範



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

七
七

正
⺼
か
ら
五
⺼
十
日
ま
で
の
閒
に
成
立
し
た
た
め
、「
六
皇
帝
」
に
作
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
年
は
改
元
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
今
皇
」
の
語

と
も
矛
盾
し
な
い
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
え
れ
ば
、
冐
頭
四
句
の

春
の
情
景

か
ら
、「
連
昌
宮
詞
」
の
成
立
は
元
和
十
五
年
三
⺼
と
特
定
で
き
る
。

さ
て
、「
宮
邊
の
老
人
」
の
語
り
は
廢
墟
と
化
し
た
連
昌
宮
の

寫
へ
と
移

る
。
そ
の
視
點
は
、
安
史
の
亂
に
よ
る
玄
宗
朝
の
破
局
か
ら
「
六
皇
帝
」
を
經

た
、「
現
在
」
の
連
昌
宮
へ
と
向
け
ら
れ
る
。

45
去
年
敕
使
因
斫
竹　
　

去
年　

敕
使
あ
り　

竹
を
斫き

る
に
因
り
て

偶
値
門
開
暫
相
逐　
　

偶た
ま
たま
門
の
開
く
に
値あ

ひ
て
暫
く
相
逐お

ふ

榛
櫛
比
塞
池
塘　
　

榛
櫛く
し

の
ご
と
く
比な
ら

び
て
池
塘
を
塞
ぎ

狐
兔
驕
痴
緣
樹
木　
　

狐
兔
驕
痴
に
し
て
樹
木
に
緣よ

る

舞
榭
敧
傾
基
尙
在　
　

舞
榭　

敧
傾
し
て
基　

尙
ほ
在
り

50
文
窗
窈
窕
紗
猶
綠　
　

文
窗　

窈
窕
と
し
て
紗　

猶
ほ
綠
な
り

塵
埋
粉
壁

鈿　
　

塵
は
粉
壁
を
埋
め
て

鈿
を
ふ
る

く
し

烏
啄
風
箏
碎
珠
玉　
　

烏
は
風
箏
を
啄つ
い
ばみ
て
珠
玉
を
碎
く

上
皇
偏
愛
臨
砌
　
　

上
皇
偏ひ
と

へ
に
砌み
ぎ
りに
臨
む

を
愛
し

依
然

榻
臨
階
斜　
　

依
然
と
し
て

榻　

階
き
ざ
は
しに
臨
み
て
斜
め
な
り

55
蛇
出
燕
巢
盤
鬥
栱　
　

蛇
は
燕
巢
を
出
で
て
鬥
栱
に
盤
ま
り

生
香
案
正
當
衙　
　

は
香
案
に
生
じ
て
正
に
衙
に
當
る

寢
殿
相
連
端
正
樓　
　

寢
殿　

端
正
樓
に
相
連
な
り

太
眞

洗
樓
上
頭　
　

太
眞　

樓
の
上
頭
に

洗
す

晨
光
未
出
簾
影
黑　
　

晨
光　

未
だ
出
で
ず
し
て
簾
影
は
黑
く

60
至
今
反
挂
珊
瑚
鉤　
　

至
今　

反さ
か

さ
ま
に
挂
く　

珊
瑚
の
鉤

指
似

人
因
慟
哭　
　

指
さ
し
て

人
に
似し
め

し　

因
り
て
慟
哭
し

卻
出
宮
門
淚
相
續　
　

卻し
り
ぞき
て
宮
門
を
出
づ
る
も　

淚　

相
續
く

に
崩

し
、
閒
も
な
く
同
⺼
㆛
午
（
二
十
四
日
）、
穆
宗
が
卽
位
す
る
。
さ
ら
に
同

年
、
宦
官
崔
潭
峻
が
宮
中
に
「
連
昌
宮
詞
」
を
奉
り
、
穆
宗
が
こ
れ
を
嘉
す
る

と
、
元
稹
は
中
央
政
界
に
復
歸
す
る
こ
と
に
な
る
。

穆
宗
皇
帝
在
東
宮
、
㊒
妃
嬪
左
右
嘗
誦
稹
歌
詩
以
爲
樂
曲
者
、
知
稹
所
爲
、

嘗
稱
其
善
、
宮
中
呼
爲
元
才
子
。

南
監
軍
崔
潭
峻
甚
禮

稹
、
不
以
掾
吏

遇
之
、
常
徵
其
詩
什
諷
誦
之
。
長
慶
初
、
潭
峻
歸
朝
、
出
稹
連
昌
宮
辭
等
百

餘
篇
奏

、
穆
宗
大
悅
、
問
稹
安
在
、
對
曰
、「
今
爲
南
宮
散
郞
。」
卽
日
轉

祠

郞
中
・
知
制
誥
。

穆
宗
皇
帝　

東
宮
に
在
り
し
と
き
、
妃
嬪
左
右
の
嘗
て
稹
の
歌
詩
を
誦
じ

以
て
樂
曲
を
爲つ
く

る
者
㊒
り
、
稹
の
爲
す
所
と
知
り
、
嘗
て
其
の
善
き
を
稱

し
、
宮
中　

呼
び
て
元
才
子
と
爲
す
。

南
監
軍
崔
潭
峻
甚
だ
禮
し
て
稹

に

し
、
掾
吏
を
以
て
之
を
遇
せ
ず
、
常
に
其
の
詩
什
を
徵
し
て
之
を
諷

誦
す
。
長
慶
初
（
筆
者
㊟
：
元
和
十
五
年
の
誤
り
）、
潭
峻
歸
朝
し
、
稹
の
連

昌
宮
辭
等
百
餘
篇
を
出
だ
し
て
奏

す
る
に
、
穆
宗
大
い
に
悅
び
、
稹
の

安
く
に
在
る
か
を
問
ふ
に
、
對こ
た

へ
て
曰
く
、「
今　

南
宮
の
散
郞
爲た

り
。」

卽
日
祠

郞
中
・
知
制
誥
に
轉
ず
。（『

唐
書
』
卷
一
百
六
十
六
・
元
稹
傳
）

こ
の
記
事
に
據
れ
ば
、
元
稹
の
歌
詩
が
し
ば
し
ば
東
宮
に
も
た
ら
さ
れ
、
歌
唱

や
樂
曲
の
演
奏
に
供
さ
れ
て
お
り
、
實
際
上
の
樂
曲
性
を
强
く
㊒
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
元
稹
は
左
遷
時
朞
か
ら
崔
潭
峻
を
通
じ
て
、
穆
宗
の
知
る
所

と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
連
昌
宮
詞
」
を
契
機
に
、
穆
宗
の
信
任
を
得
る
こ

と
と
な
る
。『
㊮
治
通
鑑
』
卷
二
百
四
十
一
・
元
和
十
五
年
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

元
稹
が
「
祠

郞
中
・
知
制
誥
」
に
轉
任
し
た
の
は
「
夏
五
⺼
庚
戌
（
十
日
）」

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
連
昌
宮
詞
」
の
發
表
は
元
和
十
五
年
五
⺼
十
日
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
、「
連
昌
宮
詞
」
は
穆
宗
が
卽
位
し
た
元
和
十
五
年



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

七
八

財
政
の

點
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
稱
揚
す
べ
き
事
實
で
あ
る
。
元
稹
と
し
て
も

行
宮
が

廢
し
て
い
る
事
態
を
問
題
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
穆

宗
は
「
連
昌
宮
詞
」
を
受
け
て
、
廢
墟
と
化
し
た

淸
宮
へ
の

幸
を
切
望
し
、

こ
れ
を
敢
行
し
た
。
こ
れ
は
元
稹
に
と
っ
て
憂
慮
す
べ
き
不
測
の
事
態
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。三　

「
連
昌
宮
詞
」
の
制
作
意
圖

樂
府
と
い
う
文
學

式
を
採
用
す
る
以
上
、
必
然
的
に
表
現
機
能
と
し
て
樂
曲

へ
の
連
想
が
作
用
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
恐
ら
く
「
連
昌
宮

詞
」
も
樂
曲
を
伴
う
こ
と
を
朞
待
し
て
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
歬
揭

の
『

唐
書
』
の
記
述
を
見
る
限
り
、
實
際
に
樂
曲
を
伴
っ
て
演
奏
歌
唱
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
從
っ
て
、
建
歬
と
し
て
樂
曲
性
を
朞
待
す
る
ま
で
に

留
ま
っ
た
「
新
題
樂
府
」
や
「
樂
府
古
題
」
と
比
べ
て
、
よ
り
具
體
的
な
樂
曲
性

を
㊒
し
た
點
で
大
き
な
展
開
を
見
せ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
歬
半

分
に
見
え
る

玄
宗
・
楊
貴
妃
故
事
の
物
語
性
や
歌
曲
と
し
て
の
娛
樂
性
と
い
う
點
で
、

行
歌

と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
と
雙
璧
を
成
す
要
素
を
十
分
に

㊒
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
後
世
に
お
い
て
諷
諭
詩
と
し
て
側
面
が

高
く
評
價
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
連
昌
宮
詞
」
で
は
後
半

分
に
お
い
て
そ
の

表
現
意
圖
が
朙
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
爲
政
者
に
對
す
る
訓
戒
と
い
う
政
治
的
要

素
を
强
く
押
し
出
し
て
い
る
。

「
連
昌
宮
詞
」
の
後
半

分
冐
頭
で
は
場
面
が
一
旦
切
り
替
わ
り
、
話
者
で
あ

る
「
宮
邊
の
老
人
」
と
聞
き
手
で
あ
る
「
我
（
元
稹
）」
と
が
向
き
合
う
「
今
」

を
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
聞
き
手
は
「
宮
邊
の
老
人
」
の
物
語
を
受
け
て
、
玄

宗
朝
の
隆
盛
と
混
亂
と
が
何
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
問

う
。
そ
れ
で
は
、
改
め
て
老
人
の
政
治
論
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。

自
從
此
後
還
閉
門　
　

此
れ
よ
り
後　

還
た
門
を
閉
ざ
し

夜
夜
狐
狸
上
門
屋　
　

夜
夜　

狐
狸　

門
屋
に
上
る

（「
連
昌
宮
詞
」
第
四
段
・
第
45
句
か
ら
第
64
句
）

「
宮
邊
の
老
人
」
は
久
し
く
門
の
開
く
こ
と
が
無
か
っ
た
連
昌
宮
に
再
び
足
を

踏
み
入
れ
た
。
そ
こ
に
は
い
ば
ら
や
は
し
ば
み
が
繁

し
、
狐
や
兔
が
我
が
物
顏

で
跋
扈
し
て
い
た
。
か
つ
て
の
遺
構
が
わ
ず
か
に
存
し
て
い
る
も
の
の
、
宮
殿
內

に
は
埃
が
溜
ま
り
、
鳥
が
侵
入
し
て
風
鈴
を
突
い
て
い
る

廢
ぶ
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、
嘗
て
玄
宗
が
愛
し
た
旉
石
の
そ
ば
の

や
長
椅
子
を
見
て
、

時
に

想
い
を
馳
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
梁
に
は
蛇
が
わ
だ
か
ま
り
、
天
子
の
座
所
に
は

が

延
っ
て
い
る
。
寢
所
と
つ
な
が
っ
て
い
る
端
正
樓
で
は
、
嘗
て
髮
を

っ

て
い
た
楊
貴
妃
の
姿
を
幻
視
し
て
い
る
。

こ
こ
に
現
れ
る
「
端
正
樓
」
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

淸
宮
の
樓
閣
の
名
稱
で

あ
る（
（（
（

。
讀
者
は
こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
冐
頭
の
「
望
仙
樓
」
と
倂
せ
て
一
連
の

連
昌
宮
の

寫
が
實
は

淸
宮
の
も
の
で
あ
る
と
の
確
信
を
得
る
の
で
あ
る
。
で

は
、
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
實
態
が

淸
宮
で
あ
る
と

斷
で
き
る
よ
う
に
敍

述
し
つ
つ
、
な
ぜ
敢
え
て
「

淸
宮
詞
」
で
は
な
く
「
連
昌
宮
詞
」
と
題
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

淸
宮
へ
の
行
幸
は
玄
宗
朝
の
榮

の
象
徵
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
後
の
破
局
を
豫
感
さ
せ
る
凶
兆
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
避
け
る

の
は
當
然
と
言
え
る
。

ま
た
、
元
和
年
閒
に
お
い
て
長
安
洛
陽
閒
の
行
宮
は
行
幸
が
途
絕
え
て
お
り
、

淸
宮
も
そ
の
例
外
で
は
無
か
っ
た
。

淸
宮
も
連
昌
宮
と
同

に
狐
狸
や
蛇
が

住
み
、
雜
木
や

が
繁

し
、

廢
を
極
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。「
現
在
」
の

淸
宮
は
も
は
や

幸
に
堪
え
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
な
が
ら
幽
靈
屋
旉
の
如
き
廢

墟
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

元
和
年
閒
に
憲
宗
が
離
宮
へ
の
行
幸
を
一
切
し
て
い
な
い
と
い
う
事
實
は
國
家



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

七
九

起
こ
さ
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
老
人
は
續
け
る
。
ま
ず
楊
貴
妃
が
玄
宗
の

愛
を
專

ら
に
し
、
安
祿
山
や
外
戚
ら
が

勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ

し
て
、
宰
相

は

貴
の
專
橫
に
よ
っ
て
獨
占
さ
れ
て
國
政
は
亂
れ
、
そ
の
後

五
十
年
に
亘
っ
て
深
い
傷
跡
を
殘
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
玄
宗
朝
の
盛
衰
の
要
因
と
し
て
玄
宗
皇
帝
自
身
の
政
務
能
力

で
は
な
く
、
皇
帝
を
補
佐
す
る
宰
相
の
役
割
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
も
ち
ろ
ん
、
楊
貴
妃
や
安
祿
山
が
混
亂
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
事
實
と
し
て

觸
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
の
責
任
を
追
及
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ

外
戚
に
よ
っ
て

勢
を
得
た
無
能
な
宰
相
が
政
治
の
實

を
握
っ
て
い
た
こ
と
を

問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
續
け
て
、
老
人
は
「
今
」、
す
な
わ
ち
元

和
年
閒
當
時
の
政
治
に
つ
い
て
も
論
評
し
、
こ
れ
を
總
括
と
し
て
い
る
。

83
今
皇
神
聖
丞
相
朙　
　

今
皇
は
神
聖
に
し
て
丞
相
は
朙
ら
か
に

詔
書
纔
下
吳
蜀
平　
　

詔
書
纔わ
づ

か
に
下
り
て　

吳
蜀
平
ら
ぐ

85
官
軍

取
淮
西
賊　
　

官
軍

取
る　

淮
西
の
賊

此
賊
亦
除
天
下
寧　
　

此
の
賊
も
亦
た
除
か
れ
て
天
下
寧や
す

ん
ず

年
年
畊
種
宮
歬
衟　
　

年
年　

畊
種
す　

宮
歬
の
衟

今
年
不
遣
子
孫
畊　
　

今
年
は
子
孫
を
し
て
畊
さ
し
め
ず

老
翁
此
意
深
望
幸　
　

老
翁
此こ

こ
に
意お
も

ふ　

深
く
幸
を
望
み

90
努
力
廟
謀
休
用
兵　
　

努
力
し
て
廟
謀　

兵
を
用
ゐ
る
を
休や

め
よ

（「
連
昌
宮
詞
」
第
六
段
・
第
83
句
か
ら
結
第
90
句
）

先
述
の
よ
う
に
「
今
皇
」
は
憲
宗
皇
帝
を
指
し
て
い
る
。
加
え
て
「
丞
相
」
が

極
め
て
㊒
能
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
の
働
き
に
よ
り
「
吳
蜀
」、
す
な

わ
ち
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
西
川
節
度
使
の
劉
闢
お
よ
び
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
鎭

海
節
度
使
の
李
錡
の
叛
亂
が
平
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
今
、
裴
度
・
韓
愈
ら
に
よ
っ

て
德
宗
の
代
か
ら
の
宿
願
で
あ
っ
た
淮
西
節
度
使
の
叛
亂
の
平
定
も
元
和
十
二
年

65
我
聞
此
語
心
骨
悲　
　

我　

此
の
語
を
聞
き
て
心
骨
悲
し
み

太
平
誰
致
亂
者
誰　
　

太
平
誰
か
致
し　

亂
す
者
は
誰
ぞ
と

翁
言
野
父
何
分
別　
　

翁
言
ふ　

野
父　

何
の
分
別
か
あ
ら
ん

耳
聞
眼
見
爲
君
說　
　

耳
に
聞
き
眼
に
見
し
を　

君
が
爲た
め

に
說
か
ん

姚
崇
宋
璟
作
相
公　
　

姚
崇　

宋
璟　

相
公
と
作な

り

70

諫
上
皇
言
語
切　
　

上
皇
を

諫
し
て
言
語
切
な
り

理
陰
陽
禾
黍
豐　
　

陰
陽
を

理
し
て
禾
黍
豐
か
に

調
和
中
外
無
兵
戎　
　

中
外
を
調
和
し
て
兵
戎
無
し

長
官
淸
平
太
守
好　
　

長
官
は
淸
平
に
し
て
太
守
好
く

揀
選
皆
言
由
相
公　
　

揀
選　

皆
言
ふ　

相
公
に
由
る
と

75
開
元
之
末
姚
宋
死　
　

開
元
の
末　

姚
宋
死
し

朝
廷
漸
漸
由
妃
子　
　

朝
廷
は
漸
漸
と
し
て
妃
子
に
由
る

祿
山
宮
裏
養
作
兒　
　

祿
山
は
宮
裏
に
養
は
れ
て
兒
と
作な

り

虢
國
門
歬
鬧
如
市　
　

虢
國
の
門
歬
は
鬧さ
わ
がし
き
こ
と
市
の
如
し

弄

宰
相
不
記
名　
　

を
弄
せ
し
宰
相
は
名
を
記お
ぼ

え
ず

80
依
稀

得
楊
與
李　
　

依
稀
と
し
て
お
ぼ

え
得
た
り　

楊
と
李
と
を

廟

顚
倒
四
海
搖　
　

廟

は
顚
倒
し
て
四
海
搖
ら
ぎ

五
十
年
來
作
瘡
痏　
　

五
十
年
來　

瘡
痏
を
作な

す

（「
連
昌
宮
詞
」
第
五
段
・
第
65
句
か
ら
第
82
句
）

老
人
は
た
だ
見
聞
し
た
こ
と
の
み
を
話
す
と
歬
置
き
し
た
上
で
、
ま
ず
玄
宗
朝

の
所
謂
「
開
元
の
治
」
を
も
た
ら
し
た
人
物
と
し
て
、「
姚
崇
」「
宋
璟
」
の
名
を

擧
げ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
開
元
朞
に
玄
宗
を
補
佐
し
た
名
宰
相
で
あ
り
、
直
言

を
以
て
玄
宗
に
意
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
開
元
朞
に
お
い
て
、
國
內
外
が
よ
く

治
ま
っ
た
の
は
彼
ら
の
政
治
手
腕
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。

で
は
、
彼
ら
の
死
後
、
天
寶
朞
以
降
の
衰
退
と
混
亂
と
は
何
者
に
よ
っ
て
引
き



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

八
〇

れ
を
大
き
な
契
機
と
し
て
時
代
が
轉
換
朞
を
迎
え
る
こ
と
を
朞
待
し
て
お
り
、
こ

れ
以
降
は
賢
朙
な
宰
相
の
手
に
よ
っ
て
政
治
が
執
り
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

四　
「
連
昌
宮
詞
」
と
唐
穆
宗
皇
帝

穆
宗
皇
帝
李
恆
は
こ
の
「
連
昌
宮
詞
」
の
內
容
を
受
け
て
か
、
憲
宗
が
崩

し

て
閒
も
な
い
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
十
一
⺼
に
、
臣
下
の
再
三
の
諫
止
を
振
り

切
っ
て

淸
宮
行
幸
を
決
行
し
て
い
る
。

戊
午
、
詔
曰
、「
朕
來
日
暫
徃

淸
宮
、
至

却
還
。」

史
大
夫
李
絳
、
常

侍
崔
元
略
已
下
伏
延

門
切
諫
。
上
曰
、「
朕
已
成
行
、
不
煩

。」
諫
官

再
三
論
列
。
…
…
己
未
、
上
由
複
衟
出
城
幸

淸
宮
、
左
右
中
尉
擗
仗
、
六

軍
諸
使
、
諸
王
、
駙
馬
千
餘
人
從
、
至
晚
還
宮
。

（
元
和
十
五
年
十
一
⺼
）
戊
午
、
詔
し
て
曰
く
、「
朕　

來
る
日　

暫
ら
く

淸
宮
に
徃
き
、

に
至
り
て
却
還
せ
ん
」
と
。

史
大
夫
李
絳
、
常
侍
崔

元
略
已
下　

延

門
に
伏
し
て
切
諫
す
。
上
曰
く
、「
朕
已
に
行
か
ん
と

成
す
、

を
煩わ
づ
らは
せ
ず
」
と
。
諫
官
再
三
論
列
す
。
…
…
己
未
、
上　

複
衟
由
り
城
を
出
で
て

淸
宮
に
幸
し
、
左
右
中
尉
擗
仗
し
、
六
軍
諸

使
、
諸
王
、
駙
馬
千
餘
人
從
ひ
、
晚
に
至
り
宮
に
還
る
。

（『

唐
書
』
卷
十
六
・
穆
宗
本
紀
）

實
は
こ
の
時
に
元
稹
も
「
兩
省
供
奉
官
諫
駕
溫
湯
狀
」（『
元
稹
集
』
卷
三
十
四
）

を
奉
っ
て
穆
宗
を
諫
止
し
て
い
る（
（（
（

。
從
っ
て
、
元
稹
は
決
し
て

淸
宮
へ
の
行
幸

を
願
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
正
反
對
に
財
政
や
人
民
を
壓
廹
す
る
行

動
は
避
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

淸
宮
へ
の
行
幸
に
よ

る
財
政
と
勞
力
の
浪
費
は
戒
め
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
は
白
居
易
「
新
樂
府
」
の

「
驪
宮
高（
（（
（

」（『
白
氏
文
集
』
卷
三
）
に
も
見
ら
れ
る
。

（
八
一
七
）
に
實
現
し
、
天
下
に
安
寧
の
時
が
訪
れ
た
と
述
べ
る
。

淮
西
節
度
使
吳
元
濟
の
討
伐
は
元
稹
に
と
っ
て
も
一
大
事
件
で
あ
っ
た
。
當
時

左
遷
中
の
身
に
あ
っ
た
元
稹
は
「
賀
誅
吳
元
濟
表
」（『
元
稹
集
』
卷
三
十
四
）
を
奉

り
、「
賀
裴
相
公
破
淮
西
諬
」（『
元
稹
集
』
外
集
補
遺
卷
二
）
を
裴
度
に
送
っ
て
、

そ
の
偉
業
を
顯

し
て
い
る
。「
連
昌
宮
詞
」
に
お
い
て
も
、
裴
度
の
淮
西
節
度

使
討
伐
を
顯

す
る
意
圖
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

實
際
に
は

淸
宮
を

寫
し
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
連
昌
宮
を
舞
臺
と
し
た

理
由
に
は
裴
度
ら
の
淮
西
節
度
使
討
伐
が
深
く
關
わ
っ
て
い
る
。
裴
度
・
韓
愈
ら

は
先
に
擧
げ
た
「
和
李
司
勳
連
昌
宮
」
詩
の
ほ
か
に
、
連
昌
宮
の
南
に
橫
た
わ
る

女
几
山
の
ふ
も
と
で
戰
勝
を
祈
願
す
る
詩
を
多
く
制
作
し
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
一
大
契

機
を
歬
に
し
て
唱
和
さ
れ
た
作
品
群
に
よ
っ
て
、
連
昌
宮
と
い
う
舞
臺
が
㊟
目
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
長
安
洛
陽
閒
に
數
多
存
在
す
る
行
宮
の
う
ち
か
ら
、
敢
え
て
連

昌
宮
を
選
擇
し
て
樂
府
題
と
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

し
か
し
、「
連
昌
宮
詞
」
に
お
い
て
、
裴
度
を
「
宰
相
」、
或
い
は
「
丞
相
」
と

し
て
朙
確
に
賞
贊
す
る
の
で
は
な
く
、
裴
度
が
率
い
た
「
官
軍
」
の
功
績
と
し
て

稱
揚
す
る
に
留
め
て
お
り
、
元
和
初
の
「
丞
相
」
と
は
位
置
付
け
が
や
や

な

る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
王
朝
の
理
亂
が
宰
相
の

政
治
手
腕
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
論
理
と
は
別
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
元
稹
が
、
あ
く
ま
で
公
的
な
聲
朙
と
し
て
で
は
あ
る

が
、
裴
度
の
功
績
を
認
め
、
顯

し
て
い
る
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
し
か
し
、
元

稹
に
と
っ
て
、
や
は
り
末
尾
に
見
え
る
「
兵
を
用
い
る
を
休
め
よ
」
と
い
う
主
張

こ
そ
が
最
大
の
論
點
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
元
稹
は
か
つ
て
白
居
易
と
共
に
國
家

財
政
立
て
直
し
の

點
か
ら
「
銷
兵
數（
（（
（

」
を
論
じ
て
お
り
、
主
戰
派
の
裴
度
と
は

政
治
的
主
張
に
お
い
て
眞
っ
向
か
ら
對
立
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
こ
こ
で
は
裴
度

ら
の
淮
西
節
度
使
討
伐
を
顯

す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
元
稹
は
こ



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

八
一

冐
頭
六
句
で
は

淸
宮
の
風
光
朙
媚
な

子
が

寫
さ
れ
て
い
る
。
續
く
第

七
・
八
句
で
、
久
し
く
行
幸
が
途
絕
え
て
廢
墟
同
然
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
る
。
憲
宗
皇
帝
は
多
大
な
財
政
と
勞
力
と
を
消
費
し
な
い
よ
う
に

淸
宮
へ

行
幸
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
末
尾
四
句
に
見
え
る
よ
う
に
國
家
財
政
と
人
民
の

勞
力
と
を
慮
っ
て
行
幸
を
し
な
い
憲
宗
を
贊
美
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

淸
宮
行
幸
に
伴
う

大
な
出
費
は
避
け
る
べ
き
だ
と
す
る
政
治

主
張
は
元
稹
・
白
居
易
ら
の
共
通
認

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
根
本

的
理
念
は
「
連
昌
宮
詞
」
制
作
の
基
礎
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
連
昌
宮
詞
」
の
宮
殿

寫
は
決
し
て
行
幸
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。
確
か
に
末
尾
に
「
深
く
幸
を
望
む
」
の
語
が
あ
る
も
の
の
、「
子
孫

を
し
て
畊
さ
し
め
ず
」
に
離
宮
に
行
幸
す
る
よ
う
な
情
況
は
推
奬
す
べ
き
こ
と
で

は
な
く
、
や
や
皮
肉
め
い
た
語
調
す
ら
窺
え
る
。
ま
た
、
玄
宗
朝
の
榮

朞
の

寫
で
は
宮
殿
內
の

子
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
從
っ
て
、
讀
者
が
知
り
得
る
の

は
狐
や
蛇
が
跋
扈
す
る
廢
墟
と
化
し
た

淸
宮
で
あ
り
、
と
て
も
行
幸
を
喚
起
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
連
昌
宮
自
體
は
天
子
が
行
幸
の
目
的
地

と
す
る
程
の
宮
殿
施
設
で
は
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
元
稹
は
吳
元
濟
討
伐
に
よ
っ
て
德
宗
の
代
か
ら
引
き
續
く
叛
亂

が
決
着
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
裴
度
・
韓
愈
ら
が
戰
勝
を
祈
願
し
た
連
昌
宮
を
終

戰
の
象
徵
的
舞
臺
と
し
て
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
一
大
轉
朞
と
し
て
「
兵

を
用
ゐ
る
を
休
め
」、
以
降
は
賢
朙
な
「
丞
相
」
の
手
に
よ
っ
て
國
政
が
治
め
ら

れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
元
稹
は
自
ら
宰
相
と
な
り
、
己
の
政
治
理
念
を
實
踐
す
る
機
會
を

與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
深
く
幸
を
望
む
」
の
語
を
以
て
穆
宗

に
嘉
さ
れ
、
結
果
と
し
て
穆
宗
の

淸
宮
行
幸
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
す
に
至

っ
た
こ
と
は
元
稹
に
と
っ
て
も
不
本
意
な
結
末
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
穆
宗

高
高
驪
山
上
㊒
宮　
　

高
高
た
る
驪
山　

上
に
宮
㊒
り

朱
樓
紫
殿
三
四
重　
　

朱
樓
紫
殿　

三
四
重

遲
遲
兮
春
日　
　
　
　

遲
遲
た
る
春
日
に
は

玉
甃
暖
兮
溫
泉
溢　
　

玉
甃
暖
か
に
し
て
溫
泉
溢
る

嫋
嫋
兮
秋
風　
　
　
　

嫋
嫋
た
る
秋
風
に
は

山
蟬
鳴
兮
宮
樹
紅　
　

山
蟬
鳴
き
て
宮
樹
紅
な
り

翠

不
來
歲
⺼
久　
　

翠

來
た
ら
ず
し
て
歲
⺼
久
し
く

牆
㊒
衣
兮
瓦
㊒
松　
　

牆
に
衣こ
け

㊒
り　

瓦
に
松
㊒
り

吾
君
在
位
已
五
載　
　

吾
が
君　

在
位　

已
に
五
載

何
不
一
幸
乎
其
中　
　

何
ぞ
一
た
び
も
其
の
中
に
幸
せ
ざ
る

西
去
都
門
幾
多
地　
　

西
に
都
門
を
去
る
こ
と
幾
多
の
地
ぞ

吾
君
不
遊
㊒
深
意　
　

吾
が
君
の
遊
ば
ざ
る
は
深
意
㊒
り

一
人
出
兮
不
容
易　
　

一
人
出
づ
れ
ば
容
易
な
ら
ず

六
宮
從
兮
百
司
備　
　

六
宮
從
ひ
て
百
司
備
は
る

八
十
一
車
千

騎　
　

八
十
一
車　

千

騎

朝
㊒
宴
飫

㊒
賜　
　

朝
に
は
宴
飫
㊒
り　

に
は
賜
㊒
り

中
人
之
產
數
百
家　
　

中
人
の
產　

數
百
家

未
足

君
一
日
費　
　

未
だ
君
が
一
日
の
費
に
あ

つ
る
に
足
ら
ず

吾
君
修
己
人
不
知　
　

吾
が
君　

己
を
修
め
て
人
知
ら
ず

不
自
逸
兮
不
自
嬉　
　

自
ら
逸
せ
ず
自
ら
嬉た
の

し
ま
ず

吾
君
愛
人
人
不
　
　

吾
が
君
人
を
愛
し
て
人

ら
ず

不
傷
財
兮
不
傷
力　
　

財
を
傷そ
こ
なは
ず　

力
を
傷そ
こ
なは
ず

驪
宮
高
兮
高
入
雲　
　

驪
宮
高
し　

高
き
こ
と
雲
に
入
る

君
之
來
兮
爲
一
身　
　

君
の
來
た
る
は
一
身
の
爲た
め

な
り

君
之
不
來
兮
爲

人　

君
の
來
た
ら
ざ
る
は

人
の
爲た
め

な
り



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

八
二

　
㊟

（
１
）　

本
稿
に
引
用
す
る
元
稹
の
詩
文
は
、
冀
勤
『
元
稹
集
』（
中

書
局
、
二
〇
一
〇

年
修
訂
版
）
を
定
本
と
し
、
㊜
宜
諸
本
を
參
照
し
た
。

（
２
）　

杜
詩
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
「
杜
陵
の
野
老
」、
あ
る
い
は
、「
少
陵
の
野
老
」
に
つ

い
て
は
、
川
合
康
三
「「
杜
陵
野
老
」―

杜
甫
の
自
己
認

―

」（『
中
國
文
人
の
思

考
と
表
現
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
。

（
３
）　
「
天
寶
の
遺
民
」
が
し
ば
し
ば
杜
甫
や
元
稹
・
白
居
易
の
詩
文
中
に
出
現
す
る
點

に
つ
い
て
、
竹
村
則
行
「
白
居
易
と
天
寶
の
遺
民―

「
贈
康
叟
」
詩
を
め
ぐ
っ
て―

」

（『
文
學
硏
究
』
第
八
十
四
輯
、
九
州
大
學
文
學

、
一
九
八
七
年
）
に
指

が
あ
る
。

（
４
）　

題
下
㊟
に
「
年
十
六
時
作
」
と
あ
る
。
貞
元
十
年
（
七
九
四
）
の
作
。

（
５
）　

元
稹
作
は
『
元
稹
集
』
卷
二
十
四
、白
居
易
作
は
『
白
氏
文
集
』
卷
三
。
ま
た
、「
上

陽
白
髮
人
」
の
政
治
的
主
題
と
新
題
樂
府
の
唱
和
が
元
稹
に
及
ぼ
し
た
影
响
と
に
つ

い
て
は
赤
井
益
久
『
中
唐
詩
壇
の
硏
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
Ⅲ

第
一

「
中
唐
詩
壇
諷
諭
詩
の
系
譜
」
參
照
。

（
６
）　

元
稹
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
「
元
公

誌
銘
」（『
白
氏
文
集
』
卷

七
十
）
に
「
後
魏
昭
成
皇
帝
十
五
代
孫
也
。」
と
あ
る
。
そ
の
祖
先
は
北
魏
を
建
國

し
た
鮮
卑
族
の
拓
跋
珪
（
衟
武
帝
）
で
あ
り
、
王
族
の
末
裔
を
意
味
す
る
元
氏
に
改

姓
し
た
。

（
７
）　

同
地
に
つ
い
て
の
筆
者
の
實
地
踏
査
の
記
錄
は
、
拙
稿
「
元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
故

地
考
」（『
中
國
文
學
論
集
』
第
四
十
一
號
、
九
州
大
學
中
國
文
學
會
、
二
〇
一
二
年
）

を
參
照
。

（
８
）　

南
宋
の
洪

『
容
齋
隨
筆
』
卷
十
五
「
連
昌
宮
詞
」
に
「
元
微
之
・
白
樂
天
、
在

唐
元
和
長
慶
閒
齊
名
。
其
賦
詠
天
寶
時
事
連
昌
宮
詞
長
恨
歌
、
皆
膾
炙
人
口
、
使
讀

之
者
情
性

搖
、
如
身
生
其
時
、
親
見
其
事
、
殆
未
易
以
優
劣
論
也
。
然
長
恨
歌
不

過
述
朙
皇
追
愴
貴
妃
始
末
、無
他
激
揚
、不

連
昌
詞
㊒
監
戒
規
諷
之
意
。（
元
微
之
・

白
樂
天
は
、
唐
元
和
長
慶
の
閒
に
在
り
て
名
を
齊ひ

と

し
く
す
。
其
の
天
寶
の
時
事
を
賦

は
長
慶
年
閒
に
入
っ
て
か
ら
も
、
た
び
た
び

淸
宮
へ
行
幸
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
元
稹
は
宰
相

を
拜
し
た
の
も
束
の
閒
、
か
え
っ
て
裴
度
に
彈

さ
れ
て
喧

兩
成
敗
の
よ
う
な
形
で
罷
免
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
事
件
以
降
に
制
作
さ
れ
た

元
稹
の
樂
府
で
そ
の
成
立
が
確
認
で
き
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
「
樹
上
烏（
（（
（

」（『
元

稹
集
』
卷
二
十
六
）
一
首
を
數
え
る
の
み
で
あ
る
。
左
遷
の
地
に
あ
っ
て
、
も
は

や
元
稹
に
は
政
治
的
主
張
を
中
央
に
傳
え
る
意
欲
も
環

も
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

「
連
昌
宮
詞
」
は
、
杜
甫
に
對
す
る
尊
崇
、
白
居
易
・
李
紳
と
の
「
新
題
樂

府
」
唱
和
、
左
遷
中
に
お
け
る
「
樂
府
古
題
序
」
の
制
作
、
加
え
て
傳
奇
小
說
作

者
と
し
て
の
文
才
を
集
大
成
し
た
元
稹
最
大
の
樂
府
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま

た
、
洪

の
『
容
齋
隨
筆
』
に
見
え
る
よ
う
な
後
世
の
評
價
が
示
す
通
り
、
元
稹

「
連
昌
宮
詞
」
は
白
居
易
「
長
恨
歌
」
を
强
く
意

し
、
且
つ
諷
諭
詩
と
し
て
の

樂
府
を
集
大
成
し
た
渾
身
の
意
欲
作
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
親
友
で
あ
り
好

手

で
も
あ
っ
た
白
居
易
に
對
抗
す
る
た
め
に
、
元
和
十
五
年
と
い
う
契
機
に
際
し
て

大
々
的
に
發
表
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
連
昌
宮
詞
」
は
演
奏
歌
唱
に
直
結
し
た
♫
樂
的
要
素
や
歬
半

分

に
見
え
る
物
語
的
要
素
を
㊒
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
娛
樂
性
に
加
え
、
諷
諭
詩
と

し
て
の
表
現
意
圖
を
朙
確
化
し
た
と
い
う
點
で
「
長
恨
歌
」
を
超
克
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
と
言
え
る
。
中
唐
の
樂
府
作
品
に
お
い
て
、
一
度
は
白
居
易
が
大
き
な

地
位
を
占
め
た
も
の
の
、
常
に
白
居
易
に
對
抗
意

を
抱
い
て
い
た
元
稹
は
「
連

昌
宮
詞
」
に
よ
っ
て
樂
府
制
作
者
と
し
て
の
大
き
な
地
位
を
取
り
戾
し
た
。
從
っ

て
、
杜
甫
を
原
點
と
す
る
唐
代
の
樂
府
の
潮

に
お
い
て
、
元
稹
「
連
昌
宮
詞
」

は
白
居
易
「
新
樂
府
」
を
發
展
さ
せ
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
完
成
形
と
し
て
重
要
な

意
義
を
㊒
す
る
の
で
あ
る
。



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

八
三

に
配
せ
し
む
。
是
の
⺼
、
鳳
凰
園
に
於
い
て
太
眞
宮
の
女
衟
士
楊
氏
を
册
し
て
貴
妃

と
爲
し
、后
の
服
用
に
半
ば
せ
し
む
。
進
見
の
日
、「
霓
裳
羽
衣
の
曲
」
を
奏
す
。「
霓

裳
羽
衣
の
曲
」
は
、是
れ
玄
宗
の
三
鄕
驛
に
登
り
、女
几
山
を
望
み
て
作
る
所
な
り
。）」

（
12
）　
『
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集
』
卷
十
（
四

叢
刊
初
編
所

）。

夾
衟

槐
出
老
根　
　

夾
衟
の

槐　

老
根
を
出
だ
し

高

巨
桷
壓
山
原　
　

高
　

巨
桷　

山
原
を
壓
す

宮
歬
遺
老
來
相
問　
　

宮
歬
の
遺
老　

來
り
て
相
問
ふ

今
是
開
元
幾

孫　
　

今
は
是
れ
開
元　

幾

の
孫
ぞ

（
13
）　

元
稹
の
自
㊟
に
つ
い
て
は
赤
井
益
久
「
自
㊟
の
文
學―

『
元
氏
長
慶
集
を
中
心
と

し
て
』（『
中
國
古
典
硏
究
』
第
四
十
七
號
、
二
〇
〇
二
年
）
を
參
照
。
語
句
の
說
朙
・

典
據
を
示
す
「
措
辭
㊟
」
は
長
篇
に
多
く
見
ら
れ
、「
こ
れ
に
は
元
稹
の
新
奇
な
題

材
へ
の
好
尙
お
よ
び
用
語
の
個
性
へ
の
自
覺
が
伺
わ
れ
、
そ
の
理
解
を
促
す
理
由
が

あ
る
」
と
指

す
る
。

（
14
）　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
念
奴
者
、
㊒
姿
色
、
善
歌
唱
、
未
常
一
日
離
帝
左
右
、

每
執
板
當
席
顧
眄
。
帝
謂
妃
子
曰
、「
此
女
妖
麗
、
眼
色
媚
人
。」
每
囀
聲
歌
喉
、
則

聲
出
於
朝
霞
之
上
、雖

鼓
笙
竽
嘈
雜
而

能
遏
。
宮
妓
中
帝
之
鍾
愛
也
。（
念
奴
は
、

姿
色
㊒
り
、
歌
唱
を
善
く
し
、
未
だ
常か

つ

て
一
日
と
し
て
帝
の
左
右
を
離
れ
ず
、
每つ

ね

に

板
を
執
り
席
に
當
た
り
顧
眄
す
。
帝　

妃
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
此
の
女
は
妖
麗
に

し
て
眼
色
人
に
媚
ぶ
」
と
。
每つ

ね

に
囀
聲
歌
喉
あ
れ
ば
、
則
ち
聲
は
朝
霞
の
上
に
出
で
、

鼓
笙
竽
の
嘈
雜
と
雖
も
能
く
遏と

ど

む
る

し
。）」

（
15
）　
『
開
元
天
寶
遺
事
十
種
』
所

。
柳
冕
に
は
柳
登
と
い
う
名
の
兄
が
お
り
、（『

唐
書
』
卷
一
百
四
十
九
）。
彼
は
六
十
歲
に
し
て
初
め
て
官

に
就
き
、
元
和
年
閒

に
は
大
理
少
卿
、
刑

侍
郞
と
な
り
、
開
元
以
後
の
詔
敕
の
規
格
の
制
定
に
務
め
、

さ
ら
に
右
庶
子
に
遷
り
、
老
い
を
以
て
右
散
騎
常
侍
を
授
け
ら
れ
て
致
仕
す
る
。
長

慶
二
年
に
沒
し
た
時
に
は
、
齡
九
十
餘
に
至
る
長
命
な
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
が
父
柳

か
ら
高
力
士
に
直

聞
い
た
故
事
を
傳
え
聞
い
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

詠
せ
る
「
連
昌
宮
詞
」「
長
恨
歌
」
は
、
皆
な
人
口
に
膾
炙
し
、
之
を
讀
む
者
を
し

て
情
性

搖
た
ら
し
め
、
身
の
其
の
時
に
生
ま
れ
、
親
し
く
其
の
事
を
見
る
が
如
く
、

殆
ど
未
だ
以
て
優
劣
の
論
ず
る
に
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
「
長
恨
歌
」
は
朙

皇
の
貴
妃
を
追
愴
す
る
の
始
末
を
述
ぶ
る
に
過
ぎ
ず
、
他
に
激
揚
す
る
無
く
、「
連

昌
宮
詞
」
の
監
戒
規
諷
の
意
㊒
る
に

し

か
ず
。）」
と
あ
る
。

（
９
）　

樂
府
の
表
現
機
能
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
「
樂
府
・
新
樂
府
・
歌
行
論―

表
現

機
能
の

同
を
中
心
に―

」（『
中
國
詩
歌
原
論
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
六
年
）
を

參
照
。
松
浦
氏
は
「
樂
曲
へ
の
連
想
」「
視
點
の
三
人
稱
化
・
場
面
の
客
體
化
」「
表

現
意
圖
の
未
完
結
化
」
と
い
う

點
か
ら
、
樂
府
・
新
樂
府
・
歌
行
の
表
現
機
能
を

考
察
し
て
い
る
。

（
10
）　

筧
文
生
譯
（『
中
國
古
典
詩
集　

唐
詩　

宋
詩
・
宋
詞
』
世
界
文
學
大
系
、
筑
摩

書
房
、
一
九
六
三
年
）
お
よ
び
楊
軍
『
元
稹
集
編
年
箋
㊟
・
詩
歌
卷
』（
三
秦
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）で
は
、「
望
仙
樓
」を

淸
宮
の
樓
閣
と
す
る
。
周
相
錄『
元
稹
集
校
㊟
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
で
は
、
長
安
城
內
の
望
仙
樓
と
解
釋
す
る
が
、

合
わ
な
い
。
た
だ
し
、
中
唐
に
お
い
て
、「
望
仙
樓
」
が
必
ず
し
も

淸
宮
の
樓
閣

を
想
起
さ
せ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
點
に
は
㊟
意
し
て
お
き
た
い
。

（
11
）　
『
開
元
天
寶
遺
事
十
種
』（
丁
如
朙
輯
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
所

。
以
下
に
原
文
を
示
す
。「
開
元
二
十
二
年
十
一
⺼
、歸
於
壽
邸
。
二
十
八
年
十
⺼
、

玄
宗
幸
溫
泉
宮
。自
天
寶
六
載
十
⺼
、復
改
爲

淸
宮
。使
高
力
士
取
楊
氏
女
於
壽
邸
、

度
爲
女
衟
士
、
號
太
眞
、
住
內
太
眞
宮
。
天
寶
四
載
七
⺼
、
册
左
衞
中
郞
將
韋
昭
訓

女
配
壽
邸
。
是
⺼
、
於
鳳
凰
園
册
太
眞
宮
女
衟
士
楊
氏
爲
貴
妃
、
半
后
服
用
。
進
見

之
日
、
奏
「
霓
裳
羽
衣
曲
」。「
霓
裳
羽
衣
曲
」
者
、
是
玄
宗
登
三
鄕
驛
、
望
女
几
山

所
作
也
。（
開
元
二
十
二
年
十
一
⺼
、
壽
邸
に
歸
す
。
二
十
八
年
十
⺼
、
玄
宗
溫
泉

宮
に
幸
す
。
天
寶
六
載
十
⺼
よ
り
、
復
た
改
め
て

淸
宮
と
爲
す
。
高
力
士
を
し
て

楊
氏
の
女
を
壽
邸
に
取
り
、
度は

か

り
て
女
衟
士
と
爲
し
、
太
眞
と
號
し
、
住
ま
わ
せ
て

太
眞
宮
に
內い

れ
し
む
。
天
寶
四
載
七
⺼
、
左
衞
中
郞
將
韋
昭
訓
の
女
を
册
し
て
壽
邸



日
本
中
國
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第
六
十
五
集

八
四

淸
宮
、
常
經
冬
還
宮
闕
、
去
卽
與
妃
同
輦
。

淸
宮
㊒
端
正
樓
、
卽
貴
妃

洗
之

所
。
㊒

湯
、
卽
貴
妃
澡
沐
之
室
。（
上　

每
年
冬
十
⺼
、

淸
宮
に
幸
し
、
常

に
冬
を
經
て
宮
闕
に
還
り
、
去
り
て
は
卽
ち
妃
と
同
輦
す
。

淸
宮
に
端
正
樓
㊒
り
、

卽
ち
貴
妃
の

洗
の
所
な
り
。

湯
㊒
り
、
卽
ち
貴
妃
の
澡
沐
の
室
な
り
。）」

（
18
）　

中
唐
に
お
い
て

淸
宮
が
零

し
、
且
つ
、
不
吉
な
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

點
に
つ
い
て
は
、
竹
村
則
行
「
中
晚
唐
に
お
け
る

淸
宮
の
零

」（『
楊
貴
妃
文
學

史
硏
究
』
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
參
照
。

（
19
）　

例
え
ば
、
韓
愈
に
「
奉
和
裴
相
公
東
征
途
經
女
几
山
下
作
」
詩
（『
朱
文
公
校
昌

黎
先
生
文
集
』
卷
十
）
が
あ
る
。
本
文
を
以
下
に
示
す
。

旗
穿
曉
日
雲
霞
雜　
　

旗
は
曉
日
を
穿
ち
て
雲
霞
雜ま

じ

り

山
倚
秋
空
劍
戟
朙　
　

山
は
秋
空
に
倚よ

り
て
劍
戟
朙
ら
か
な
り

敢
請
相
公
平
賊
後　
　

敢
へ
て
相
公
に
請
ふ　

賊
を
平
ら
ぐ
る
の
後

暫
攜
諸
吏
上
崢
嶸　
　

暫
ら
く
諸
吏
を
攜
へ
て
崢
嶸
に
上
ら
ん

（
20
）　
『
白
氏
文
集
』
卷
四
十
七
「
策
林　

四
十
四　

銷
兵
數
」
に
「
去
虛
就
實
、
則
名

不
詐
而
用
不
費
也
。
故
臣
以
爲
、
銷
兵
之
方
、
省
費
之
術
、
或
在
於
此
。（
虛
を
去

り
實
に
就
け
ば
、
則
ち
名
は
詐い

つ

は
ら
ず
し
て
用
は
費
や
さ
ざ
る
な
り
。
故
に
臣
以お

爲も

へ
ら
く
、
兵
を
銷へ

ら
す
の
方
、
費
を
省
く
の
術
、
或
い
は
此
こ
に
在
り
。）」
と
あ
る
。

（
21
）　

狀
文
に
「
臣
等
伏
以
駕
幸
溫
湯
、
始
自
玄
宗
皇
帝
。（
臣
等
伏
し
て
以お

も

ん
み
る
に

駕
の
溫
湯
に
幸
す
る
は
、
玄
宗
皇
帝
よ
り
始
ま
る
。）」
と
あ
り
、
ま
た
、「
而
猶
物

議
喧
囂
、
財
力
耗
顇
。
數
年
之
外
、
天
下

然
。（
而
も
猶
ほ
物
議
喧
囂
と
し
て
、

財
力
耗
顇
す
。
數
年
の
外
、
天
下

然
た
り
。）」
と
述
べ
、
玄
宗
皇
帝
に

淸
宮
行

幸
が
始
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
財
力
が
消
耗
し
、
國
家
が
亂
れ
た
こ
と
を
指

し
て

い
る
。

淸
宮
行
幸
に
は

大
な
財
政
を
浪
費
す
る
こ
と
に
加
え
、
行
幸
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
た
め
に
人
々
に
多
大
な
勞
力
を
强
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
況
陛
下
新

寶
圖
、
將
行
大
典
、
郊
天
之
儀
方
設
、
謁
陵

之
禮
未
遑
、
遽
㊒
溫
泉
之
行
、
恐
失
人
神
之
望
。（
況
ん
や
陛
下
は
新
た
に
寶
圖
を

し
か
し
、
柳
登
と
元
稹
と
が
直

的
に
交
友
を
持
っ
た
記
錄
は
見
ら
れ
な
い
。
柳
登

は
元
和
末
朞
頃
、
そ
の
晚
年
に
右
庶
子
の
官
を
拜
し
て
い
る
。
右
庶
子
は
皇
太
子
の

禮
敎
を
掌
る
官

で
あ
る
。
元
稹
の
左
遷
中
、
宦
官
崔
潭
峻
の
手
に
よ
っ
て
そ
の
歌

詩
が
東
宮
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
右
庶
子
の
官
に
あ
っ
て
東
宮
の
敎

を
務
め
る
柳
登
と
元
稹
と
に
何
ら
か
の

點
が
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
附
言
す
る
な
ら
ば
、
柳

は
所
謂
古
文
運
動
の

分
け
で
あ
り
、

子
の
柳
冕
も
同

に
復
古
主
義
者
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
柳
登
も
こ
の

れ
を
汲
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
稹
は
左
遷
中
に
「
樂
府
古
題
序
」
と
古
樂
府
十
九
首
を
制

作
し
て
い
る
。
彼
は
一
度
は
「
新
題
樂
府
」
を
唱
和
し
、
古
題
に
據
ら
な
い
樂
府
制

作
を
標

し
て
お
り
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
た
制
作
態
度
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
元
稹
は
「
古
」
に
根
差
す
こ
と
で
「
新
意
」
を
喚
起
し
、
よ
り
鮮
烈
に
諷
意
を

傳
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
復
古
の
潮

は
、
古
文
の
旗
手
韓
愈
の
み

な
ら
ず
、
柳
登
親
子
（
兄
弟
）
ら
の
影
响
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
16
）　
「
連
昌
宮
詞
」
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
、洪

『
容
齋
隨
筆
』
の
「
元
和
十
一
二
年
」

と
す
る
記
述
が
最
も
早
い
。
ま
た
、
陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
證
稿
』（
初
版
、
嶺
南
大

學
文
學
硏
究
室
、
一
九
五
〇
年
。
再
刊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
第
三

「
連
昌
宮
詞
」
で
は
「
元
和
十
三
年

春
」
に
比
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
連

昌
宮
詞
」
末
尾
に
「
官
軍

取
淮
西
賊
、此
賊
亦
除
天
下
寧
。」
と
あ
り
、「
淮
西
賊
」、

す
な
わ
ち
淮
西
節
度
使
吳
元
濟
の
叛
亂
が
平
定
さ
れ
た
時
朞
か
ら
推
定
す
る
。
卞
孝

『
元
稹
年
譜
』（
齊
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年
）
や
周
相
錄
『
元
稹
年
譜
新
編
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
四
年
）
を
は
じ
め
、近
年
の
硏
究
は
槪
ね
陳
氏
の
說
に
據
る
。

こ
の
他
に
、岡
本
不
二
朙「
白
頭
翁
の
嘆
き―

「
東
城
老
父
傳
」を
め
ぐ
っ
て―
」（『
唐

宋
の
小
說
と
社
会
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
元
稹
が
洛
陽
郊
外
に
あ
る

連
昌
宮
を
實
見
で
き
た
時
朞
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
元
和
四
年
七
⺼
か
ら
翌
年
三
⺼
ま

で
元
稹
洛
陽
在
任
中
」
と
推
定
す
る
。

（
17
）　
『
楊
太
眞
外
傳
』
卷
下
に
見
え
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
上
每
年
冬
十
⺼
、
幸



元
稹
「
連
昌
宮
詞
」
考

八
五

し
、
將
に
大
典
を
行
は
ん
と
し
、
郊
天
の
儀
は
方
に
設
け
ら
れ
、
謁
陵
の
禮　

未

だ
遑い

と
まあ
ら
ず
、遽に

わ

か
に
溫
泉
の
行
㊒
り
、恐
ら
く
は
人
神
の
望
を
失
せ
ん
。）」
と
述
べ
、

憲
宗
が
崩

し
て
閒
も
な
い
こ
の
時
朞
に
、

淸
宮
へ
行
幸
す
る
こ
と
は
人
心
を
損

な
う
こ
と
に
な
る
と
諫
め
て
い
る
。

（
22
）　
『
白
氏
文
集
』
卷
三
。
題
序
に
「
美
天
子
重
惜
人
之
財
力
也
。（
天
子
の
人
の
財
力

を
重
惜
す
る
を
美ほ

む
る
な
り
。）」
と
あ
る
。

（
23
）　

題
下
㊟
「
癸
卯
」
と
あ
り
。
長
慶
三
年
（
八
二
三
）、
同
州
刺
史
の
時
の
作
。


